
令和７年度春季建築物防災週間関連行事 

建  築  物  防  災  講  演  会  ( 次 第 )  

日 時 令和８年３月５日(木)  14 時 00 分～16 時 00 分 

会 場 建設交流館 8 階 グリーンホール 定員 200 名 

 

１.挨 拶 

  14:00～ 

 

２.講 演 

 14:15～16:00 

    (休憩 15 分) 

 

 

一般財団法人大阪建築防災センター 理事長 多 田 純 治 
 

大阪府都市整備部住宅建築局 建築指導室長 小泉 真一郎 氏 
 

テーマ 「 社会変化の中での深刻ビル火災の発生  

－火災安全工学の発展と適用の課題－ 」 

講 師 神戸大学 名誉教授 北 後 明 彦 氏 

           

【 講 演 概 要 】 

 建築や消防設備等に関する火災安全性確保のための工学・技術・制度の発展により、全体としては火

災の出火件数や死者数等は、近年、おおむね減少傾向にあったが、高齢化や社会病理・格差社会など

の広がり、あるいは、デザイン重視・人的コスト削減などにより、防火的に脆弱となった様々な側面を背景に、

深刻なビル火災も時に発生するようになった状況について解説する。これらの問題を解消するための努力が

行政的になされてはいるが実効的な解決には課題が多いと感じられる中で、それぞれの建物オーナー、利用

者、あるいは設計者はどのように対処すべきか論じたい。 

■ 講 師 プロフィール ■ 
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氏  神戸大学 名誉教授 

  神戸大学大学院博士課程で建築物における火災時の避難行動研究の後、1985 年から財団法人消防科

学総合センターにて地域社会における防災力に関する調査研究、1990 年から建設省建築研究所にて都市及

び建築物における防火・避難計画の調査研究、1997 年から神戸大学にて要援護者避難支援等の調査研究

を実施、2022 年から神戸大学名誉教授。この間に発生した建物火災時の避難行動調査、1995 年阪神・淡

路大震災や 2011 年東日本大震災の火災被害調査等を実施し、建築物・都市のあり方に反映することを目

指してきた。 

主 催   一般財団法人大阪建築防災センター 

後 援   大阪府 大阪市 豊中市 堺 市 東大阪市 吹田市 高槻市 守口市 枚方市  

   八尾市 寝屋川市 茨木市 岸和田市 箕面市 門真市 池田市 和泉市 羽曳野市 

建築物防災推進協議会 


